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間葉市

藤
田
名笹
教
腔
講
演
は
同
日
M

一
水
会
会
以
の
山
口
一
く
」
と
、
岡
大
公
館
に

応
用
ム
ヂ
さ
ん
の
給
制
民
一
ま
つ
わ
る
附
演
会
は

、

「
愛
知
大
学
公
館
を
鑓
一
服
崎
市
今
締
町
の
市
見

術
情
物
館
第
1
M
開
示
宅

で
今
月
中
旬
に
側
怖
さ

れ
奇
愛
知
文
学
制
窓

会
な
ど
後
組
。

絵
珂
肢
は
ロ
口1
η

れ
ま
でa

市
行
彪
文
化
財
鈎
止

の
同
氏
公
館
を
f
き
続

け
て
き
た
山
川
さ
ん

が
、
油
彩
や
パ
ス
テ
ル

届
棋
大
公
館
に
ち
な
み
沼
田
か
ら
鎗
画
展

----絵画展を聞く山臼恵里子さん⑧と
情演会を開催する篠田佳久さん
じ,I!随口円官庁聞社で）

画
な
ど
制
点
を
彼
露
，

山
口
さ
ん
は
「
1
0
0

母
の
大
作
も
。
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と

必
ず刷

協
会
は、
凶
日
午

後
J

時
か
ら
。
愛
大
名

世
教
授
で
い
阿
ド
へ
山
県
磁
凶

－X
開
院
太
山
下
記
念
セ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロl
の
雌
国

佐
久
氏
が
、
拙
か
れ
た

公
館
が
語
る
帆E
M刷
物

品
を
チ
！
？
に
講
演

す
る
凶

品
司
副
民
、
川
再
開
会
と

お
に
人
地
鰐
料
。

（
一一一郎
ゆ
か
り
）

AJ 
円
汁W
A
f
h
 

ル
河

刊
＼愛

知
大
学
公
館
を
描
い
た
絵
画
展
を
聞
い
た

出
口
悠
塁
手
さ
ん
H

胤
官
僚
市
尖
術
博
物
館

描き続けた愛知大学公館

て
ほ
レ
い」
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た，

回
年
か
ら
中
部一水
会
に
出

に
B

初
任
給
で
絵
の
具
を
雌
入

一品
し
た
り
、
大一堂
丙
に
管
掌

し
て
以
来
、
題
味
で
絵
を
描
い

一展
示
し
た
り
し
て
き
た
。

て
き
たe
田
年
か
ら
大
学
史
展一
今
回
除
、
退
臓
の
記
念
と
し

一
示室
の
改
修
－
な
ど
の
仕
事
に
就

一て
絵
薗
臆
幼
年
目
で
初
の
本
絡

い
た
の
が
縁
で
、
公
館
を
訪
れ

一的
な
個
展P
初
ピ31
0
0

号
の

る
償
金
が
地
え
た
。

あ
る
目
、
一油
絵
刊
点
の
ほ
か
、
デ
ッ
サ
ン

赤
れ
ん
が
の
門
か
ら
麹
物
を
振

一と
し
て
描
い
た
パ
ス
テ
ル
函
回

り
返
る
と、
窓
に
秋
の
タRが

一点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ロ

差
し
込
ん
で
い
た。『
モ
チ
l

一
山
口
さ
ん
は「第
二
の
人
生

フ
と
し
て
描
き
た
い」と
い
う

一は
、
公
館
を
は
じ
め
、
明
治
時

衝
動
に
駆
ら
れ
た白
一

代
に
建
て
ら
れ
た
大
学
の
加
謹

仕
事
の
合
聞
に
、

ス
ケ
ッ
チ

一を
摘
き
続
け
、
全
国
に
発
言
し

を
始
め
た1
正
面
に
あ
る
吉
井一て
い
き
た
い』
と
置
す
。

戸
や
事
寄
せ
、
タ
イ
ル
張
り
の

一
日
日
午
後1
時
か
ら
、
同
大

流
し
台
、
勝
手
口
、
窓
か
ら
見

一名
世
間
教
授
の
藤
田
佳
久
さ
ん
が

え
る
景
色
な
ど
を
措
く
う
ち一
「
捕
か
れ
た
公
一
館
が
諮
る
壁
面
開

に
、
「
公
館
の
歴
史
的
価
偲
を一物
語
』
と
題
し
て
講
演
を
す

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
保
存
す

一る
e

入
場
無
料E
U
日
ま
でa

る
だ
け
じ
ゃ
な
く
再
び
活
用
し
一
（

松
永
佳
伸
）

3

月
ま
で
大
学
職
員
の
山
口
恵
里
子
さ
ん

明
治
末
期
に
陸
軍
第
日
師
団
長
官
香
と
し
て
建
散
さ
れ
、

1

0
0

年
以
上
た
っ
た
今
も
当
時
の
皆
が
鏡
る
「
愛
知
大
学
公

館
」
H

血
高
橋
市
高
帥
石
塚
町

H

を
揃
い
た
絵
画
展
が
ほ
目
、
岡

市
尖
補
同
博
物
館
で
始
ま
っ
た

。

手
が
ゆ
た
の
は
、
今
年
3

月
で

同
大
学
を
退
職
し
た
山
口
恵
里
子
さ
ん
（
師
三
建
物
の
外
観
の

ほ
か
、
室
内
か
ら
師
団
の
外
を
見
た
景
色
な
ど
職
員
な
ら
で
は
の

作
品
も
並
ぶe

豊
橋
市
美
術
博
物
館
で
個
展

官
舎
が
造
ら
れ
た
の
は
1
9

一学
長
の
住
宅
や
教
員
と
学
生

1
2

年
。

木
造
平
屋
建
て
で
悌一の
交
流
の
湯
と
し
て
、
前
年
代

館
に
和
風
の
建
物
を
併
殺
し一後
半
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
と

て
い
るa
空
襲
な
ど
も
免
れ
、一い
う
。

2
0
0
2

年
9

月
、
市

師
団
長
官
舎
と
し
て
械
金
園
で
一の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

唯
一
‘
創
建
当
時
の
姿
を
残
た
＝

す
－
俄
後
、
探
知
大
学
が
関
学
山
口
さ
ん
は
、
聞
大
学
短
期

す
る
と
、
大
学
公
館
と
な
り
、
大
学
部
を
事
業
後
、
事
務
職



センター関連記事・広告

中日新聞（東三河版）　2016 年 5月 19日（木）

山形新聞　2016 年 7月 26日（火）
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中日新聞　2016 年 7月 26日（火）

中日新聞　2016 年 8月 23日（火）
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〔愛知大学創立70周年記念事業】

東Ei司文書院の45年
愛知大学の 70年 場無料入場無料・予約不要｜

愛知大学記念館
所蔵コレクション展

8/24（水）～28（日）
会場／名古屋市博物館 3階

講演・上映会 8ノ包7（土）込先主：品物露講堂
om盟g園東亜同文書院から愛知大学の歩み r21世紀にはばたく真の国際人の育成J
Himilllllll・東亜同文書院大学から愛知大学へ 藤田佳久 ［蟹知大学名誉教授］
E霊童ヨ・・・ F日中に甑（tる ．を超えて一東軍同文書院、愛犬が筆出したグローパJI,人材に学ぶ

佐藤元彦 ［愛知大学経済学部教授、愛知大学前学長］

l!l!J盟mil固映像アーカイヴズ愛知大学記怠館・愛知大学公館J
Rim翠圃・・ n東E同文書院大学から霊知大学ヘj 展示会・講演会jの全国展開をブロテaユースして

田辺勝巳 ［愛知大学豊僑研究支援課長］

名古屋市博物館では、「世界遺産ポンベイの壁画展J を開催中。

.，，，......、 愛知大学東E同文書院大学記念センター
愛知大学 ラ｝紅伽問問町1 - l 隠0532-4ア会議

NIVERSITY (JJ 7 QJ愛知大学東亜 血盟I

@ φ東亜同文書院の4鳳愛知大
学の70年 24--28日、名古屋市博

物館で愛大記念館コレクション

展。東亜同文醤院は中国・上海にあった愛

知大の前身校。 27日午後 1 時半から講演や

上映会。入場無料。予約不要D ⑮愛大言i:t念

センター＝電0532(47)4139



センター関連記事・広告

毎日新聞　2016 年 8月 25日（木）中日新聞（愛知県内版）　2016 年 8月 25日（木）
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愛
知
大
刊
周
年
で
海
に
被
留
し
た
東
盛
岡
文
る
。
料
、
予
約
不
要
）
。

会
の
初
代
会
長
・
迂
加
篤
ま
た
、
白
日
午
後
1

時
問
い
合
わ
せ
は
聞
大
東

所
蔵
資
料
を
展
示

一時
を
含
む
近
術
家
4

代
の
一半
か
ら
、
同
博
物
館
地
下
認
同
文
m
院
大
学
担
念
セ

名
古
屋
市
情
物
館
一回
ゃ
、
中
国
の
政
治
家一1
踏
で
藤
田
佳
久
名
街
数
ン
タ1
（0
5
3
2

・
灯

舞
知
大
の
創
立
町
周
年

一
・

孫
文
に
闘
す
る
資
料一授
ち
の
帥
演・
上
限
会
を
・4
1
3
9

）
。

阻
念
型
掃
「
震
矧
大
学
問
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
予
定
し
て
い
る
（
入
場
無
宰
相
田
奈
々

］

議
題
コ
レ
ク
シ
ョ

一1
A
F

＼

ン
毘
が
泊
目
、
名
古
屋一

，

f

市
瑞
穏
区
の
名
古
屋
市
憎
一

物
館3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で一

捕
ま
っ
た
。

a

聞
大
白
前
易
と
も
い
え
一

る
耐
用
車
問
文
岱
院

の
必
年一

聞
と
、
震
知
大
の
艇
隼
〈

1

－

9
4
6

年
）
か
ら
現
在
ま一

で
の
均
年
間の
史
資
料
を一

屋
駅
し
て
い
る
。
郡
日
ま

で
。
入
場
無
料
。

東
亜
同
文
岱
院
を
1
9

0
1

（
明
抽
出
）
年
、
上

－

¥ i (i)! 
~:111 
内~！·
" lit 

~J 
f i!i 
~at者

声
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
棄
物
を
眺
め
る
者
育
名
古
璽
巾
憎
物
館
で

貴
重
な
掛
け
軸
や
写
真
の

一で
「
愛
知
大
学
」
と
名
称

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
十
四
点
一
を
変
え
て
開
校
し
た

。

が
並
ぷ。
愛
知
大
の
前
身
、
一
愛
知
大
の
藤
田
佳
久
名

遣
駅
東
亜
同
文
書
院
（
後
に
大
一
義
援
は
「
当
時
と
し
て

ル
喝糊
愛
知
大
劇
立
七
十
周
年一愛
知
大
豊
橋
キ
ャ
ン
パ一学
）
は
一
九O
一
年、
中

一は
進
ん
だ
国
際
感
覚
を
持

m
q酬
を
記
念
し
た
「
愛知
大
学

一ス
（豊
橋
市町
畑
町
）
の
所一国
と
の
貿
易
を
目
的
に
ピ一
った
東
軍
同
文
書
院
の
存

お
回
記
念館所
蔵
コ
レ
ク
シ一蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
特
別一ジネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て一
在を知
っ
て
も
ら
え
れ

劫
掠榔
ヨ
ン
展
」
が
二十四
日
、一展
示
し
た。
東
E
同
文
書

一中
国
・

上
海
に
設
立
さ
れ
一
ば
」
と
話
し
た
。
一
宇
士

対
純一
川名古屋
市
瑞
穂
区
の市
博

一院
に
関
わ
り
の
探
い
荒
尾
一た
。

終
戦
で
中
国
に
接
収一日
午
後
一
時半
か
ら
は
、

知
．
屋
物館
で
始
ま
っ
た。
愛
知

一精
や
、
終
戦
後
の
一
九
四一さ
れ
た
が
、
最
後
の
学
長
一
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
紹
介

愛
の
古

一
一
一

大
東
亜
同
文
書
院
大
学
記

一六
（
昭
和二
十
ご
年
＋
二
だ
っ
た
本
間

氏
ら
の
呼
び
一
し
た
映
像
上
映
や
講
演
が

念
セ
ン
タ
ー
（豊
橋
市）
の

一月
に
豊
橋
市
で
愛知大
を

一掛
け
に
よ
り
、豊
橋
市の

一あ
る
。

入
場
無
料。

主
催。
二
十
八
日
ま
で。
一創
立
し
た
本
間
喜
一
ら
の一陸
軍
予
備
士
宮
学
校
跡
地
（
相
沢
紀
衣
）

東
亜
同
文
書
院
の
伝
統

名
古
屋
愛
大
創
立
叩
周
年
記
念
展



中日新聞（愛知県内版）　2016 年 10月 7日（金）

東愛知新聞　2016 年 10月 9日（日）
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和
室
は
初
、
全
館
公
開
あ
す
か
ら

－
｜
｜
」
腫
町公
）
洋
館
に
和
室
参
併
殺
し一が
、

二
十
年
以上
は
使
わ

－虐
岨
一に
疎
桝
衣
た
木
造
平
屋
の
四
百
八
十

一れ
て
い
な
い。
普段
は
館

一命
同
一
年
E
無
紀

一

一凶
一
）
宮
沢
二
勇
月
賞
妥
関

一内
に
き
こ
と
が
で
き
伝

一t
H
E
－
－
必
高
級
相
か
ら
入
る
と
、
←
霊
ゐ
部

一い
が
、
二O
一
二
年
に
禅

一
－V
一
治
市
一
｛

一

一大
一
明
耐
を
屋
異
京
高
く
、
暖
炉

一軍
分
の
み
公
開
し
た・

二
什
礼
一｛山
田
館g
や
締
子、
テ
ー
ブ
ル
が並
一
見
学
は
午
後一時
半t

z
x

一目
つ
全
て
弓
右
手
に
進
む
と
、
急
一四
時
半a
初
日
は
密
知
大

一民
え
一同
持
、
め

一

一要
一
て
を
臼
初
に
天
井
の
低
い
霊
z
g

ャ
ン
パ
ス
（豊
橋

一i
i
－
し
野ω
は
る
u

愛
知
大
の
藤
田
佳
久
一市
町
畑
町
）
で
、
藤
田
名

一紀
一
葉
ト
明
言
語
「
生
喜

一喜ら
の
講
演
A
Fも
あ

一世

一
宮H
が
の
と
し
て
後
に
事
品

、

否
。
結
露
い
た
絵
画

一＋
L

一
長
以J
分
和
洋
折
裏
は
珍
し
い
」
と

一展
や
「
趨備
の
偉
人
パ
ネ

一1
一
盟
畑
割
話
す

也
師
団
長
官
舎
と
し一員
」
員
時
開
催
す
る司

一宥
轄
一
日
間
大
和
て
全
国
で
唯
一
、
当
時
の

一
現
知
大
東
琵
同
文
．
院

長
日
一
鵬、
知
。

雲
残
し
て
い
る
。

大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
が
ま

一事
圭
一
一
軍
れ
要
る

・

一率
直
晶一
一
四
さ
「
ず
戦
後
は
大
学
の
学
緩
や

一催
し
、
市
が
共
柿
問

。
歯
周

I
l
L

般
の
開
教
員
の
宿
舎
と
な
っ
た一大峰
崎
総
務
課H0
5
3

叫

2

（
円
引
）
4
1
i
1

愛
知
大
学
公
館
を
一
般
公
開

ー
陸
軍
の
第
日
師
団
長
盆空E

旧
陸
軍
第
四
師
団
長
官
舎

一
公
開
さ
れ
た
。

一な
い
唯
一
の
公
舎
と
し
て
紹

と
し
て
1
9
1
2

（
明
治一
洋
飽
と
和
館
を
掃
諜
し
た一介
し
、
来
館
番
は
摩
史
的
悩

哲
年
に
聾
怒
号
れ、

思
議
建
物
は
木
造
平
屋
の
約48

一値
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

市
指
定
文ι
財
と
な
っ
て
い2
平
方M
で
、
白
大
理
石
の一
愛
知
大
学
豊橋
校
舎か
ら

る
愛
知
大
学
公
館（
高
師石
美
し
い
暖
炉
や
高
い
天
井
が一5
0
0

対
ほ
ど
離れ
ト
場
所

探
町
）
の
一
般
公
開
が

8

白
、
目
を
引
く
洋
室、
寝
室
吉
し
一に
あ
る
同
公
館
は
、
お
年
の

始
ま
っ
た。
留
国
は
約2
5

て
使
用
し
て
い
た
和
婁
な
ど
第
百
師
団
廃
止
後
は

、

陸
冨

O

人
が
訪
れ
、1
0
0

年
以
か
ら
な
る
。
教
導
学
時
限

・

予
備
士
重
ナ
校

よ
前
に
造
ら
れ
たレ
ト
ロ
な
こ
の
目
、
館
内
で
は
、
戦
の
学
校
長
宿省、
同
大
の
教

館
内
を
里
子
し
た。
川
目
ま
後
、
米
軍
の
接
収
を
乗η
趨
職
員
草

tな
ど
と
し
て、

加

で
開
催
さ
れ
る。

え
て
き
た
激
動
の10
0

年
数
年
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
き

鐙
稲
荷
制1
1
0

周
年
記
を
教
授
ら
が
解
説。
園
内
に
た
。

念
事
業
の
市
民
提
案
イ
ベ
ン
現
存
す
る
旧
師
団
裏
官
舎
7

公
開
時
聞
は
午
後
1

時
半

ト
と
し
て
、
普
段
は
非
公
開
カ
所
の
う
ち
豊
島
部
績
に1閏
4

時
半
で、
入
館
鋸
時

と
な
っ
て
い
る
公
館
内
部
が
入
り
、
移
築
移
転
さ
れ
て
い
前
予
約
木
要

。

（
錨
爆
雷
）

豊橋市制1 10周年記念
市民援案イベント

一
般
公
開
さ
れ
た
館
内目
艶
作
同
市
高
師
石
塚
町
で
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中日新聞（東三河版）　2016 年 10月 9日（日）

中日新聞（東三河版）　2016 年 10月 27日（木）
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東日新聞　2016 年 11月 3日（木）

東日新聞　2016 年 12月 2日（金）
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センター関連記事・広告

東日新聞　2017 年 1月 15日（日）

中日新聞（東三河版）　2017 年 1月 18日（水）
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中日新聞　2017 年 1月 22日（日）

東日新聞　2017 年 1月 22日（日）
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た 「
ち東国
の亜際
軌同り
跡文ごJ
を書二
追院 ＇：，！；
う卒 z

;I¥,- ・・・~~.！J が生ム
院究湾 人て書てピ国 あ町二
喜一、院上ジと費つの十
II W十惰発国的梅ネの知た 一重罪の 表ウ量にス賀大。詰日
所中し ： 岩設ス易の 大

た｜｜の央たの主立クを前 豊豊
三は許研。研ささ 1 自身 楠橋
十、雪究究 L れル的で校市
人同姫｜涜 者ったとに、 舎町
の書研台 五い同し、中 で畑

費言た い本民次入中仕りつ台
も語ピ同た軍党世つに車、た湾
あ教ジ音 。 にの界たはな金 。 出
つ育ネ院 殺ス大親日ど融大身
たにスで 害パ戦日本に関半者
。注に行 さイ中派の就係はの
目特わ れとにや外いや台進
し化れ たな中、務た教掲路
たして 人り圏第省が師にを
発たい も日国二に、の戻追

東
亜
同
文
書
院
の

卒
業
生
の
軌
跡
紹
介

豊
橋
・
愛
知
大

近
現
代
史
に
お
け
る
役
割
な
ど
考
察

盛
大
で
東
亜
同
文
書
院
テ

l

マ
に
国
際
シ
ン
ポ

愛
知

の
前
身
に
位

置
づけ
ら
れ
、
戦
前
の

中
国
に
あ
っ
た
東
亜
同

文
審
院
を
テl
マ
に
し

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
愛
知
大
東
亜
同
文
書

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

主
催
）
は
幻
目
、
同
大

豊
橋
校
舎で
聞
か
れ
た

H

写
真
。
国
内
外
の
研

究
者
が、
近
現
代
史
で

問
書
院
の
果
た
し
た
役

割
を
論
じ
た
。

こ
の
う
ち
カ
ナ
ダ・

レ
ジ
！

ナ
大
の
ポ
ー
ル

．

シ
ン
ク
レ
ア
准
教
授

は
同
書
院
で
行
わ
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス言
語
教
育

と
現
代
の
北
米
の
そ
れ

を
比
較
検
証
。
実
際
に

使
用
さ
れ
た
中
国
語
教

本
「華
語
草
編
」に
は
、

中
国
で
重
要
視
さ
れ
る 書

類制
度
を
は
じ
め
作

物
の
産
地
や市
嵐
、
価

格
、
産
業
機
械
な
ど
の

具
体
的
な
記
述
が
あ
り

「
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

内
容
が言
葉
の
練
習
に

導
入
さ
れ
た
」
と
述
べ

た
。

北
米
で
は
、
現
在
も

言
語
系
学
部
と
ピ
ジ
ネ

ス
系学
部は
学
生

集
め
で
競
い
合
う

ば
か
り
で
協
力
関

係
は
望
め
な
い
と

し
て
、
学
問
領
域

を
超
え
て
よ
り
実

用
的
な
教
育
体
制

を
確
立
し
た
同
書

院
の
先
駆
性
を
指

摘
し
た
。

（
中
嶋
真
吾
）




